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教科 理科 科目 科学と人間生活 単位数 2 単位 年次 2 年次 

使用教科書 「科学と人間生活 新訂版」 （実教出版） 

副教材等 アクセスノート 科学と人間生活 （実教出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

科学分野への興味を持つ生徒と、興味を持った経験に乏しい生徒と、生徒間の目的意識に大きく開

きがあるように感じる。科学分野へ興味を持った経験に乏しい生徒が最後に履修する、科学系の授業

になる可能性がある。科学はタイトルの通り普段の生活に深く結びついている。そこに目を向け、日

常に科学的視点を向けられる、そんな生徒像を育てたい。 

２ 学習の到達目標 

・物化生地の内容を個別に捉えず、教科横断的に見ることができるようになる。また、物事を科学

的に見る感覚を養う。 

 ・可能な限り実験など、実際に現象にふれる機会を持ち、現象を身近に感じられるようになる。 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:観察・実験の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

日常生活や社会にお

ける、現象や法則に興

味を持ち、探求的な姿

勢で関わる意欲を持

つ。 

日常生活や社会におけ

る、現象や法則を、観

察、実験を通じて、科

学的に判断したり、論

理的に思考し、文章や

高等で報告する力を付

ける。 

各分野の実験を通じ

て、実験技術を高め

る。また実験の中で

誤差を実感しなが

ら、グラフや、表な

どを見る際の、見方

を学ぶ。 

人間生活において

科学技術がどうい

った瞬間に生きて

いるかという知識

を積み上げること

で、人間生活におい

ていかに科学技術

が深く関わってい

るかを理解する。 

評
価
方
法 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

探究活動の記録、発表 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシート

実験プリントの記述 

探究活動の記録、発表 

定期考査の結果 

 

学習状況の観察 

ノートやワークシー

トの記述 

観察・実験の記録 

実験問題の理解 

定期考査の結果 

学習状況の観察 

ノートやワークシ

ートの記述 

観察・実験の記録 

定期考査の結果 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 



４ 学習の活動 

期
末
～
２
学
期
中
間 

生
命
の
科
学 

光合成／光合成と光の

色 

 ○   a:生物と非生物(環境要因)について、光

が生物に与える影響や反応について興

味をもつ。 

b:光合成色素のクロマトグラフィーを記

録し、植物種による光合成色素のが種

類の違いを考察する。 

c:光合成色素の吸収曲線及び光合成速度

のグラフ、光による情報伝達、ヒトの

体内時計の補正のグラフを読み取る力

を付ける。  

d: 光への屈曲や走性、太陽光のもたらす

健康への影響への知識を習得する 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

光の強さと光合成速度   ○  

植物の生育と光 ○    

動物の行動と光   ○ ○ 

ヒトの生活と光／眼の

構造とはたらき 

  ○ ○ 

２
学
期
中
間
～
期
末 

熱
や
光
の
科
学 

ものの温度／熱平衡 ○    a:エネルギー保存則など、身近な現象に

置き換え、考えられる力をもつ。 

b:熱容量と比熱、熱効率の計算ができる

ようになる 

c:電熱線と発熱のグラフを読めるように

なる。 

d:エネルギーの種類について、エネルギ

ー資源の開発についての知識を習得す

る。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

熱容量・比熱  ○   

仕事と力学的エネルギー ○   ○ 

熱、仕事とエネルギー   ○ ○ 

エネルギー変換と保存

／エネルギーの利用 

○   ○ 

３
学
期 

宇
宙
や
地
球
の
科
学 

日本列島をつくった作

用／日本列島の特徴 

○   ○ a:日本列島が災害の多い国であるという

ことに危機感を持ち、考えられる力を

てに入れる。 

b: 気団の影響について図を用いて風向

きなどを書き込めるようになる。 

c:液状化現象の実験から震災の影響につ

いて考察する。 

d:日本列島を取り巻く地学的な位置を理

解する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

 

火山のしくみと災害    ○ 

地震のしくみと災害   ○  

気候のしくみと特徴／気

象の恵みと災害 

 ○   

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:観察・実験の技能   d:知識・理解 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元） 

の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けて 

いる。 

 

学
期 

単

元

名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
中
間 

物
質
の
科
学 

金属の結合と特性  ○   a:プラスチックや金属の技術発展や製

法、に関心をもつ。 

b:構造式を書けるようになる。プラスチ

ックの分類ができるようになる。イオン

化傾向の実験プリントに考察を書ける。 

c:イオン化傾向の実験を通じ、各溶液と

金属の反応について、表にまとめられる。 

d:プラスチック、金属の実例と用途につ

いての知識を習得する。 

学習状況 

探究活動 

ノート・ワ

ークシート 

観察・実験 

定期考査 

金属の用途と製錬 ○  ○ ○ 

プラスチック  ○   

プラスチックの構造  ○  ○ 

プラスチックの合成と

用途 

○    


